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河
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四
十
五
億
円

を

投

入

道
路
、
河
川
や
牒
業

基
銭
円
強
備
に
ー
と
本

町
懸
案
内
国

・
滋
賀
に

よ
る
直
時
事
業
固
本
年

度
も
四
十
五
億
円
余
の

投
入
が
決
ま
り
、
す
で

に
各
地
で
工
事
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
も
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ーー→ーー・・・・・「

同
氏
年
令
制
度
に
は

「
保
険
料
免

除
」
と
い
っ
制
度
が
あ
る
の
を
ご
有
知

で
す
か
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
必
ず
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

家
計
が
苦
し
か
っ
た
り
、
失
業
や
災
害

に
遭
っ
た
た
め
に
納
め
句
れ
な
い
人
も

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

4
情
的
場
合
、

保
険
料
を
納
め
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
滞
納
と
な
り
、
将
米
、

年
金
が
受
け
句
れ
む
ど
主
り
ま
す
の
で

巾
川
千
日
制
き
に
基
づ
き
そ
の
則
間
的
保

険
料
の
納
付
を
免
除
し
、
年
金
支
給
の

北
海
道
老
人
居
室
整
備

資
金
の
ご
利
用
を

お
年
寄
り
と
同
居
す
る
た
め
の
楠
築
、

又
は
お
年
寄
り
の
部
院
を
件
み
よ
い
よ
う

改
治
し
た
い
が
手
持
資
金
が
不
足
だ
と

い
う
方
に
、
資
金
而
で
お
手
伝
い
し
よ

う
と
、
道
は
昭
和
凶
十
九
年
度
か
ら
尖

施
し
て
い
る
老
人
川
宅
盤
側
資
金
的
貸

付
を
、
本
年
度
も
次
町
市
首
相
州
で
尖
地
し

ま
す
.
貸
付
資
金
わ
く
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や

農

業

基

盤
国
道
二
七
七

号
線
は
、
こ
と

し
も
交
通
安
全

を
量
点
に
住
吉

地
区
の
制
義
改

良

一
千
四
百
H

刷、
今
金
地
区
国
保
前

I

柚

Uι
川

一
千
三
百
灯
、
住
吉
織
の
歩
道

新
設
、
中
且
地
区
の
法
而
改
修
九
十
五

灯
、
今
金
|
師
団
川
間
二
千
五
百
い
川
町
一

部
線
形
改
良
の
剤
地
口
収
資
な
ど

一
億

八
千
七
百
万
円
で
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

す。
開
発
辺
地
八
雲
l
今
金
線
は
逃
道
南

岸
線
か
ら
八
束
側
二
百
四
十
H

川
町
舗
装

改
良
、
馬
場
川
地
区
二
千
六
百
訂
の
用

本竿も昨年に引続き利別

川町改修工事が実施され

ます(鈴壷地区)

完成が待たれていた道道

旭台~今金線(専教寺前)

秋に通行可能

資
格
期
川
と
す
る
の
が
免
除
制
度
で
す
.

免
除
を
受
け
り
れ
る
の
は
、
次
の
よ

う
主
人
で
す
o

H

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福

社
年
金
や
時
r
T
福
祉
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
入
、
ま
た
は
生
活
保
議
法

の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
。

ω
収
入
が
少
主
い
な
ど
で
、
保
除
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

こ
の
よ
う
な
人
は
年
金
の
椛
利
を

仰
似
す
る
た
め
に
、
滞
納
の
ま
ま
放
世

し
な
い
で
、
忘
れ
ず
に
免
除
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

十
二
年

(
二
年
間

元
金
制
泣
)

元
利
均
等
毎
月
払

北
海
道
拓
殖
銀
行

北
海
道
銀
行

貸
付
の
対
象
と
な
る
方
は
次
に
あ
げ

る
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場

合
で
す
。

一
、
六
十
歳
以
上
司
お
年
寄
り
と
同

川
し
て
い
る
か
又
は
同
町
し
ょ

っ
と
す
る
場
介

二
、
v以
内
に

一
年
以
卜
応
住
し
、
昭

和
五
十
四
年
中
内
総
収
入
が
、

凶
百
五
十
万
円
以
内
(
扶
養
家

肢
が
凶
人
を
超
え
る
場
合
は
‘

そ
の
超
え
る
一
人
に
つ
き
四
十

川
川
越
期
間

似
越
方
法

取
抜
銀
行

の
整
備
に

地
買
収
、
用
地
補
償
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
計
画
の
島
牧
i
英
利
河

横
断
道
路
は
、
事
業
費
一
億
一
千
五
百

万
円
で
二
百
五

μ
が
実
焔
さ
れ
ま
す
。

一
般
逃
道
で
は
、
旭
命
1
4
7
金
総
の

専
教
寺
地
区
二
百
五
十
二
H
川
町
改
良
、

光
台
|
秘
川
仙
酬
の
舗
装
一
千
四
百
十
灯
、

丹
羽
1
今
金
総
の
神
丘
地
区
七
百

μ、

交
通
安
全
町
歩
道
は
鈴
金
.
稲
穂
地
区

実
施
内
予
定
な
ど
、
総
額
二
億
二
千
万

で
行
わ
れ
ま
す
。

河

川

一
級
河
川
後
志

利
別
川
町
改
修
事

業
は
総
卒
業
費
八

億
一
千
三
百
万
円

ae--

免
除
を
長
け
た
則
川
は
、

Z
船
年
金

的
資
格
則
川
N
討
の
と
き
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
同
様
に
計
釘
さ
れ
ま
す

が
年
金
制
的
川
竹
村
町
と
き
は
、
保
険

料
券
偽
め
た
場
合
の
三
分
の

一
円
相
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
、
生
活
に
余
裕
が
で
き

た
と
き
に
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
は
っ

て
免
除
を
受
け
た
と
き
の
保
険
料
額
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
迫
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
迫
納
し
た
則
問
は
、
年

金
知
的
計
幻
の
と
き
に
、
保
険
料
を
納

め
た
場
合
と
向
じ
に
汁
却
さ
れ
ま
す
.

保
険
料
の
手
続
き
な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
柿
制
課
年
金
係
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。万

円
を
加
算
し
ま
す
)
で
あ
る

こ
と
。

三
、
地

・
改
築
す
る
家
屋
内
所
有
者

が
、
申
請
者
本
人
(
配
偶
者
)

文
は
父
母
子
な
ど
で
あ
る
ニ

シ」
。

そ
の
他

一
、
連
帯
保
証
人
を

一
名
以
上
必
要

と
し
ま
す
。

二
、
山
保
を
裂
し
ま
す
。

三
、
金
融
情
勢
に
よ
っ
て
貸
付
利
率

が
変
る
こ
と
も
あ
リ
ま
す
。

川
人
中
間
代
u
円
受
付
五
月

一
日
か

ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
、
役
場
で
巾
込

み
を
受
付
け
し
ま
す
。

で
今
金
橋
上
流
町
酬
明
岸
二
百
四
十
υ
刷、

鈴
金
地
区
の
築
堤
延
長
八
百
H

川
、
彼
岸

三
百

μ、
〆
y
プ
川
鉄
道
橋
下
流
床
止

工
(
本
年
完
成
)
の
ほ
か
オ
チ
ヤ
ラ
y

ペ
川
町
築
堤
(
継
続
)
三
百
七
十
八
灯
、

中
里
地
区

(
七
号
橋
下
流
)
の
河
道
堀

削
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
.

直
結
事
業
内
楽
利
河
ダ
ム
は
工
帯
用

道
路
五
百
五

+
υぺ
測
量
制
査
(
原
石

山
工
事
周
辺
路
)
地
質
問
削
査

(ポ

リ

ン
グ
八
百
九
十
幻
、
透
水
紙
撤
凶
百
川
州
、

試
掘
四
十
υ
削)
、
補
償
道
路
町
新
設
、

制
査
官
給
関
係
で
は
、
事
務
所
、
宿
舎

の
増
築
と
英
利
河
に
え
ん
堤
事
務
所
が

新
設
さ
れ
総
事
業
費
六
億
三
千
万
円
で

本
格
的
な
卒
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

中
小
河
川
で
は
昨
年
に
引
続
き
オ
チ

ヤ
ラ
y
ベ
川
町
改
修
工
事
を
主
体
に
チ

プ
タ
ウ

y
ナ
イ
川
〔
補
償
用
口
、
築

経
工
(
(
試
験
盛
土
三
百
六
十
灯
)
〕
な

ど
総
卒
業
費
四
町
弘
千
万
問
で
務
怖
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

股
築
基
継
の
雌

立
に
主
将
的
役
州

を
扶
す
北
楠
山
国

営
か
ん
ば
い
事
業

は
、
こ
と
し
も
左
岸
六
億
凶
千
八
百
万

円
、
右
岸
八
億
七
千
万
円
町
大
型
予
幻

が
計
上
さ
れ
、
左
岸
で
は
第
二
幹
線
用

水
路
二
条
(
管
水
路
、
安
全
施
設
)
排

水
路
一
条
、
兜
野
排
水
機
場
の
上
屋
及

び
据
付
的
建
設
。
右
岸
で
は
真
駒
内
ダ

ム
の
堤
体
及
び
取
水
施
設
な
ど
、
ほ
か

に
用
水
路
二
条
、
排
水
路
一
条
町
整
備
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農

業利
別
川
に
沿
い
、
楽
初

河
か
ら
金
原
日
進
に
至
る

未
開
地
を
、
畑
中
心
の
路

地
に
変
え
よ
う
と
い
う
国

営
今
金
東
部
地
域
政
地
開

発
事
業
は
=一
ヵ
年
に
わ
た

る
調
査
を
完
了
し
五
十
五

年
度
か
ら
全
体
実
施
設
計

に
人
り
ま
す
が
、
本
事
業

に
関
係
す
る
受
益
者
は
六

月
三
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で

国
営
今
金
東
部
地
域
内同
地

開
発
市
山
業
促
進
期
成
会
説

立
総
会
を
開
催
し
、
卒
業

内
早
期
完
成
へ
向
け
て
の

部
制
悶
め
を
し
ま
し
た
。

凶
町
大
規
模
農
用
地
問
先
引
業
と
し

て
実
地
さ
れ
ま
す
、
今
金
東
部
開
発
は

経
出
規
模
が
狭
少
な
た
的
杢
安
定
で
、

美
利
河
、
花
石
、
中
単
、
住
吉
、
極
川
、

間
代
、
金
原
、
日
進
の
八
地
区
、
畑
作
、

酪
農
家
の
営
良
市
硝
拡
大
を
目
標
と
し

て
お
リ
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
か
句
五
十
凶
年
皮
肉

一一
万
年
に
約
六
千
五
百
万
問
を
か
け
て

尖
施
し
た
調
査
の
結
果
、
五
百
二
十
二

同
町
農
地
法
成
を
は
じ
め
幹
線
、
支

線
道
路
町
新
設
、
飲
雑
用
水
道
的
敷
設

州民業
別
各
般
地
設
の
建
設
な
ど
も
あ
わ

せ
、
約
三
十
九
侍
円
で
実
施
可
能
な
こ

と
が
判
明
さ
れ
、
こ
の
事
業
に
賛
同
す

る
内
胸
中
車
九
十

一
戸
が
受
益
者
と
し
て
参

画
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
資
金
百
四
は
‘
国
が
八

O
%、

農地造成の早期完成に向けて
東部開発期成会発足/

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

四
年
次
目
的
国
営
今
金
東
部
地
区
農

地
開
発
事
業
は
、
昨
年
で
基
本
調
査
が

終

7
し
ま
し
た
の
で
‘
本
年
は
二
千
万

円
の
事
業
費
で
全
体
実
地
設
計
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
直
結
か
ん
排
利

別
川
は
三
千
五
百
万
円
の
事
業
費
で
総

合
計
画
の
策
定
が
進
的
句
れ
ま
す
。

道
営
田
代
地
区
農
地
同
発
訴
業
は
、

本
年
予
算

一
億
円
で
泣
成
面
積
十
三

八
M
、
さ
ら
に
逃
川
白
金
原
地
区
農
地
両

党
単
撲
は
五
十
六
年
度
州
市
工
を
目
標
に

設
計
訓
査
が
七
百
万
円
で
行
わ
れ
ホ
干
・

実
地
三
年
目
的
道
営
八
束
地
区
岡
場

整
備
亦
撲
は
四
億
円
で
整
地
工
六
十
二

五
同
な
ど
、
迅
山
首
八
束
地
区
か
ん
が

い
排
水
卒
業
は

一
千
百
十
九
幻
の
用
水

路
付
設
な
ど

一
億
四
百
万
円
で
本
年
度

完
成
し
ま
す
。

一
方
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
逃
常
鈴

金
地
区
排
水
対
策
特
別
卒
業
は
‘

一
億

四
千
万
円
で
排
水
路
装
工

一
千
八
百

μ

が
行
わ
れ
・
新
規
で
樋
川
地
区
が
九
千

万
円
で
五
百
幻
実
地
さ
れ
ま
す
.

ま
た
、
継
続
事
業
向
道
官
白
石
節
二

地
区
雌
匁
叫
路
は
舗
装
で
二
百
九

背

木
地
区
山
村
基
幹
農
道
は
路
銀
改
良
三

百
八
十
H
M
.

日
進
地
区
牒
免
牒
迫
は
路

盤
改
良

一
千
六
百

μ・
日
進
地
区
間
拓

道
路
は
路
盤
改
良
六
百
六
十
幻
が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
、
本
年
新
規
事
業
で
花

石
地
区
開
拓
地
整
備
道
路
が
認
め
ら
れ

測
量
誠
験
が
一
千
万
円
で
推
進
さ
れ
ま

す。

( 2 ) 

道

-
O%.
受
益
民
事

-
O
%で
す
.

則
成
会
の
ぷ
立
総
会
に
は
函
館
開
発

雄
政
部
の
農
業
開
発
課
長
、

m.
町
議

会、

内服
委
、
県
協
等
の
代
表
者
が
出
席

し
、
則
成
会
の
発
足
に
あ
た
っ
て
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
的
決
議
内
容
は
、
本
年
度
約
二

千
万
円
を
か
け
て
全
体
実
施
設
計
の
完

了
後
、
五
十
六
年
度
か
ら
本
格
的
な
造

成
事
業
が
着
工
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て

行
く
方
針
を
確
認
し
、
今
後
の
事
業
計

画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

期
成
会
的
役

μは
次
の
通
り
で
す
。

マ
会
長
日
下
昭
二
郎
(
花
石
)
マ

刷
会
長
組
村
幸
太
郎
(
田
代
)
浦
戸

忠
義

(金
原
)
守
理
事
佐
藤
政
太
郎

(
義
利
河
)
大
平
悦
郎

(花
石
)
鈴
木

一
夫

(花
石
)
岡
本
男
吉

(中
皇
)
伊

藤
五

一
(
同
)
品
春
雄
(
同
)
伊
藤
五

凶
郎
(
住
吉
)
向
井
徳
雄
(
同
)
千
葉

務
(
樋
川
)
河
端
家
重
(
八
束
)
飼
取

勇
(
金
原
)
伊
藤
金
蔵
(
向
)
佐
々
木

保
(
同
)
木
俣
忠
(
日
進
)
長
谷
川
敬

一
(
同
)
マ
会
計

丸
山
良
裕

(
美
利

河
)
坂
本
久
光

(金
原
)
マ
書
記
阪

井
清
隆
(
種
川
)
マ
監
事
石
沢
隆
一

(
花
石
)
小
地
震
徳

(
日
進
)

保民健康険国 国定 山扇
資 内

吉 震 に
三 税税 納
十め !
一士会 よ l

11期、， 期、， う l

( 3 ) 
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今
金
町
社
会
伯
祉
協
誠
会
で
は

会
只
み
な
さ
ま
方
の
代
表
で
あ
り

ま
寸
持
議
民
会
を
六
月
七
日
町
民

セ
ン
タ
で
聞
き
、
昭
和
五
十
四

年
度
の
市
中
業
報
告
、
決
算
の
承
認

に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

態会
昭和54年度評議員の決議報告

|みなさまのあたたかいご支援に感謝します E

昭和 54年度事業報告書昭和54年度歳入歳出決算書

、 "."
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1lTT付付何金世1575件0.0回円. 生活応急世主lHt
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@雑収入 93，0曲 54.184 6. 34.816 {也肉体
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刷。C冊 50.6叩 ム 13，4曲

10. 共同耳金、街頭募金運動向車施 町I(センター 18t. 
③'li ，;1 '11 4，'165，0冊 4，464，237 ム 7日 11. 30 
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12. 7 法人事陶山内募金運動的"h地 市内 10名
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2 . 楠山地区，レ配ごと研修会へ幸1111 江韮岡J 21'， 
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次-'1'.1主総越金 40. 8481'j 
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同)
入〉〈歳

町
社
会
福
祉
協
輔
副
会
は
、
町
内
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
目
的
と
す

る
事
業
の
能
率
的
運
営
と
組
織
的
活
動
を
促
進
す
る
だ
め
、
会
員

会
費
制
度
を
実
施
し
て
地
戚
住
民
の
あ
芝
定
か
い
ご
理
解
を
い
疋

定
い
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
全
町
六
百
六
十
六
人
に
わ
た
る
加
入

を
賜
っ
て
い
る
こ
と
巳
厚
く
あ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
も
、

さ
ら
に
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
の
ご
質
問
を
得
て
ご
加
入

く
だ
さ
る
会
員
を
近
々
役
員
ガ
お
願
い
に
ま
い
り
ま
す
。

地
減
住
民
の
み
ん
な
ガ
、
健
康
で
明
る
く
、
楽
し
く
、
日
常
生
活

ガ
送
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
万
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

社
協
同
役
只
は
理
事
イ
五
人
、
顧
問

二
人
、
既
慎
二
人
、
更
に
各
地
区
に
沼

議
日
五
十
三
人
を
加
え
て
社
会
休
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

マ
会
長
高
品
千
三
(
奥
能
川
)
マ
刷

会
長
天
沼
迂
(
神
丘
)

石
井
附
子

(

本

町
)
守

理
市
中
阿
部
久
治

(花
石
)

伊
藤
五

一
(中
虫
)
同
情
政
子

(樋
川
)

猪
股
敬
二

(
稲
慰
)
吉
田
吉
郎

(八
束
)

荒
川

一
見

(金
原
)
中
野
キ
ヌ
子

(鈴

金
)
白
石
光
喜

(東
町
)
大
合
啓
太
郎

(
昭
和
町
)伊
藤
ト
ミ
ノ

(南
町
)
荒
井

正
信
(
南
町
)
松
備
泰
子
(
八
幡
町
)
。

マ
民
一
中
津
山
両
一
良

(本
町
)
石
井
智

E
4
7
(
大
和
町
)
マ
顧
問
河
川
州
立
(

八
束
)
友
喜
幸
次
郎
(
横
川
)

マ
会
只
(
日

3
・
hum叫
在
)

〔
美
利
川
〕
口
佐
藤
蔵
太
郎
、
宮
越
一

夫
、
背
山
弘
、
蛭
チ
井
真
、
丸
山
良
治
、

佐
子
井
子
野
、

4
4
山
健

一
、
松
尾
フ
ジ

ノ
.
今
野
文
夫
、
平
山
繁
雄
、
川
品
川
大

蔵
、
阿
部
広
野
村
勝
太
郎
、
山
越
健

二
、
伊
勝
孝
久
、
小
野
寺
伝
二
、
大
消

水
徳
太
川
、
南
部
凶
郎
‘
〔
花
石
〕

O

日
下
昭
二
郎
、
問
中
義
雄
、
阿
部
久
治
、

石
山
フ
ジ
エ
、
。
山
本
政
治
、
日
木
正

行
、
加
藤
春
吉
、
山
津
p

怯
完
封
、

門
間

正
夫
、
伊
藤
博
鎌
凹
茂
、
加
藤
武
、

加
藤
み
と
リ
〔
中
里
〕

O
伊
藤
周
佐
夫
、

伊
政
五

一
、
佐
竹
淳

一
〔
住
中
〕

D

法
藤
束
、
中
品
末
弘
、
伊
藤
国
義
、
佐

々
木
正
棒
、
仲
野
政
川
町
、
中
山
正
勝
、

神
野
竹
市
、
吉
田
武
、
〔
住
吉
〕

0
渡

辺
柏
市
〔
よ
鶴
川
〕

D
伊
藤
辰
雄
、
県

刑
制
隆
三
郎
、
姥
名
弘
美
千
葉
務
、
斎

下
勉
、
千
築
誠
、
木
村
鉱
夫
、
食
時
竹

次
郎
、
伊
藤
千
代
子
‘
広
沢
ミ
ソ
エ
.

広
沢
次
見
、
伊
崎
明

一
.
千
葉
尚
夫
、

伊
藤
英
雄
、
伊
藤
健
‘
山
口
茂
、
山
ロ

キ
ヌ
、
村
土
幸
作
、
菅
野
仁
蔵
、
荒
木

勝
治
、
〔
直
前
〕

O
六
鉛
菊
太
郎
、
友
普

幸
次
郎
、
中
村
祐
吉
‘
加
藤
五
郎
、
加

藤
国
忠
、
加
藤
俊
治
、
向
橋
政
子
、
日

野
ト
ヨ

小
野
山
弘
士
吉
口
、
日
野
八
千
代
、
松
尾
幸

量
、
伊
藤
武
雄
、
渡
部
保
伊
藤
義

一

吉
田
七
右
エ
門
、
山
口
修
次
、
平
尾
勝

子
、
H
M
岸
春
雄
、
高
嬬
保
、
吉
田
ハ
ツ
、

安
迷
み
つ
、
坂
本
光
子
、
山
口
学
千
、

佐
藤
節
子
、
加
藤
正
治
.
安
達

一
夫、

山
田
繁
夫
、
田
中
幹
朗
、
川
村
広
夫
、

〔
駅
前
〕

O
井
村
鍛
〔
中
級
川
〕

O
八

重
療
栄
三
郎
、
八
霊
感
ユ
リ
子
、
原
口

フ
ジ
、
阪
井
ミ
ヨ
、

〔
下
種
川
〕

0
上

田
茂
、
千
代
谷
降
、
上
回
良
作
・
原
口

円
胃
]
、
原
口
盟
治
、
内
ケ
山
阿
倍
加
問
、

上

回
イ
ト
、
長
崎
光
江
、
渡
辺
二
郎
、
小

岩
隆

一
、
〔
奥
飯
川
、
下
メ

ッ
プ
山
台
〕

O
立
野
又
治
、
高
島
千
三
、
清
水
健
次
、

岡
野
英
雄
、
小
岩
珪
次
、
本
塚
栄
作
、

長
崎
氏
、
村
上
正
幸
、
岸
普
次
郎
、
熊

沢
進
幸
、
{
上
稲
穂
〕

om村
友
二
郎、

猪
股
敬
二
、
千
諜
喜
太
郎
、
佐
々
木
昭
.

鎌
田
政
蔵
、
久
保
田
満
広
、
今
野
秀
雄
、

尾
形
信

一

尾
形
義
附
、
柏
田
義
見
、

鎌
田
勝
山
町
、
佐
々
木
威
‘
川
平
茂
、
石

塚
辰
次
、
藤
合
泰
雄
、
山
中
竹
一

、
田

村
義
位
、
早
坂
恨
次
郎
、
岡
村
俊
施
、

〔下
稲
穂
〕
小
岩
朔
街
、
伊
藤
勝
一

‘

航
内
浅
夫
、
松
尾
年
長
、
前
磯
山
政

令
勝
雄
、
〔
金
又
〕
口
上
村
勇
男
人
見

A
H

〔
団
代
〕
村
本
品
目
佐
藤
茂
、
谷
崎

照
雄
須
藤
政
義
〔
光
台
〕
O
地
摘
信

義
、
今
野
長
治
、
〔
南
並
受
〕
口
内
ケ
島

地
中
介
、
天
引
通
雄
・
タ
下
時
雄
太
田

越
留
吉
植
村
勉
、
刈
谷
u
骨
、
芳
賀
常

夫
‘
桜
井
清
一
、
刈
谷
実
、
戸
室
小
説
、

中
村
利
治
、

多
回
品川也、

〔
型
受
〕
山
本
義

仁
.
山
口
催
.
〔
南
凹
代
〕
末
藤
松
雄
、

西
昭
二
、
大
松
正
雄
、
西
幸
雄
、
躍
脚

盟
、
〔
八
束
〕
O
河
端
義
弘
、
河
端
昭
三
、

大
越
藤
夫
、
中
川
町
俊
夫
0
山
崎
文
子
、

O
松
木
敏
雄
、
大
谷
従
辺
、
山
本
幼
稚
、

尾
崎
武
錦
、
村
瀬
正
倍
、
村
瀬
千
代

一
、

足
利
義
明
、
中
野
秀
勝
・
村
瀬
惣
鼠
郎

上
村
義
雄
竹
内
輝
雄
、
松
田
数
雄
、

河
端
吉
倍
、
南
川
燕
、
河
端
盟
日
置

恒
雄
、
足
利
義
夫
、
吉
村
重
蔵
官
付

信
一
、
村
瀬
鶴
吉
松
木
政
美
、
日
置

列
、
相
滞
鰐
、
小
山
川
安
夫
、

小
原
正、

滝
坪
義
男
、
土
田
国
三
郎
土
田
勝
太

郎
、
森
川
時
的
、
山
旧

一
夫
、
山
崎
正

直
、
和
田
米
雄
口
阪
井
ミ
エ
、
田
畑
友

明
、
浜
凶
鶴
雄
、
阪
弁
ψ

大
町
町
、
土
橋
正

雄
吉
田
催
、
凹
畑
利
夫
、
久
ケ
沢
幸

児
、
古
凹
吉
郎
、
〔
白
石
)
0
石
川
正、

木
山
和
維
〔
日
進
〕
小
池
重
徳
、
遠
藤

氏
昔
、
長
谷
川
敬

一
、
村
瀬
正
凶
前

品
祝
、
谷
勝
己
加
藤
前
官
、
〔
金
原
〕
O

荒
木

一
弘
、
水
野
勲
、
水
上
正
.
笹
森

専
五
、
本
田
新
泊
、
水
野
一
夫
、
下
回

口
血
訓
山
内
、
小
問
山川
秀
雄
、
本
間
幸
雄
、

須
田
市
太
郎
‘
水
野
長
生
、
笹
森
春
子
、

坂
本
久
光
、
下
回
庭
事
イ

o
=王
侭

一
、

伊
藤

一
治
、
黒
川
礼
治
.
諸
戸
美
法
男
、

上
野
郎
前
西
包
治
奨
、
伊
藤
誠
、
山

(4 ) 

部
侭
次
、
今
野
富
雄
、
稲
垣
辰
夫
.
坪

回
常
信
、
伊
藤
金
蔵
、
伊
藤
光
徳
、
宮

本
古
代
、
浦
戸
忠
義
、
犬
塚
ウ
メ
、
本

間
信
昭
、
伊
藤
敬

一
、
伊
藤
広
、
水
野

博
、
犬
塚
富
夫
、
伊
藤
催
、
伊
藤
文
一
、

飯
凹
忠
、
渡
瀬

一
夫
‘
伊
政
義
市
、
飯

谷
菊

一
、
〔
鈴
金
〕

O
笹
森
イ
ツ
子
、
笹

森
武
雄
、
津
村
竹
松
、
水
上
英
治
、
水

野
き
み
え
、
滝
沢
六
郎
、
中
野
町
キ
ヌ
子
、

伴
本
続
殺
、
荒
川
力
蔵
、
北
見
と
み
子

上
野
雄
三
、
水
野
栄

一
、
中
山
源
一
、

林
機
次
郎
、
坂
口
尚
太
郎
O
白
井
一
且
昭

日
崎
俊
雄
、
宮
崎
勝
己
、
官
又
保
久
、

佐
税
引

一
、
白
井
重
舟
、
鈴
木
男
、
〔
盟

国
〕
口
鈴
木
四
郎
、
鈴
木
吾
良
、
南
川

出
栄
、
川
上
ヨ
ソ
ペ
山
元
文
子
、
南
川

内
品
、
出
郎
元
吊
目
、
川
上
敏
夫
、
樋
口
芳
雄

崎
元
成

一
、
広
沢
功
、
油
国
九
郎
、
前

田
幸
吉
、
件
藤
新
一
、
四
辻
敦
子
、
津

田

一
郎
、
山
間
万
太
郎
、
市
川
栄
、

三

津
橋
相
川
町
、
和
田
林
三

和
田
椋
一
、

市
川
説
、
笹
山
相
芳
太
郎
、
笹
森
悦
太
郎
、

庫
元
勲
、
中
山
一
秋
、
笹
森
昭
雄
、
鈴

木
忠
、
川
上
鉄
班
、
犬
塚

一
利
、
伊
東

辰
雄
〔
〔
神
丘
〕

O
山
崎
市
長
口
、
平
野
消

雌
西
野
栄
O
上
村
貞
夫
、
河
野
梅
子
、

吉
田
誠
河
田
保
夫
O
町
河
定
男
、
谷

町
峰
、
杉
内
秀
次
、
天
沼
法
、
川
崎
義

過
〔
鈴
岡
〕
O

油
家
作
太
郎
、
上
村
信

正
.
石
川
俊
典
、
仲
川
幸
一
服
口
忠

男
、
山
本
正
太
郎
、
山
本
普
作
湯
本

駒
減
、
〔
御
彬
〕

O
出
深
似
千
{
梨
列
〕

口
{
日
谷
吉
治
、
佐
藤
幸
治
、

今
村
治
、

細
川
キ
リ
、
吉
開
館
司
.
岡
節
子

(来
月
号
に
つ
づ
〈
)

(5 ) 
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頭す /
がこ季放
農と節牧
家しを地
のも五IIIま
手、え、
を 農 まい
離協 L ま
れ営 Tニグ
て 目 。リ

十 高 ン
月原一
下模色
旬範 u 

ま 牧新
で場緑
育での
成入牧
さ牧場
れをに
ま開牛

す始皇

れ
を
な

今
金
町
は
本
年
度
も
昨
年
に
引
続
き

優
良
雌
ヰ
十
聞
を

4
入

Lm践
的
仮
興

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

牧
場
の
入
牧
は
六
月
二
、
三
日
の
二

日
間
行
わ
れ
乳
牛

一
八
八
頭
が
放
牧
地

に
放
さ
れ
ま
し
た
。

入
牧
は
引
の
九
時
か
ら
は
じ
ま
リ
、

出
家
か
句
ト
ラ
ッ
ク
に
松
ま
れ
た
牛
が

次
々
と
運
び
込
ま
札
、
放
牧
地
は
半
年

ぶ
り
に
牛
が
若
草
を
は
む
光
景
が
見
ら

-・司

最終処分地施設の

利用条件が変更

-E圏三園圃=IfA亙m;呈吾司語E宮司，
北
部
袖
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で
は
、

松
終
処
分
地
地
説
(
北
柿
山
町
字
共
和
)

の
完
成
に
よ
り

『
七
月

一
日
』
か
ら
直

後
ゴ
ミ
を
胤
搬
入
さ
れ
る
場
合
、
次
の
と

お
り
利
用
条
件
が
変
児
に
な
り
ま
す
か

ら
ご
注
立
く
だ
さ
い
。

一
、
施
設
利
用
時
間

付
瓦
期
(
四
月
i
九
月
)
午
前
九
時

三
+
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

口
冬
期
(
J

寸
月
土
ニ
月
)
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

二
、
施
設
の
休
日
及
び
そ
の
期
間

付
毎
迎
日
間
日

日
毎
年
十
二
月
三
↓
一

日
か
ら
翌
年

一
月
五
日
ま
で

一
二
、
施
設
へ
の
受
入
禁
止
廃
棄
物

H
山崎
泊、

山町殿
、
山
町
ア
ル
カ
リ
及
ぴ

室
谷
川
市
並
び
に
当
該
口
山
を
含
ん
だ
衣

一ーーー一ー一一一一
一一一一一一一

八

八‘

れ
ま
し
た
・
入
牧
し
た
牛
は
、
ま
ず
格

号
札
が
つ
け
ら
札
た
あ
と
写
真
を
槻
り

体
昆
を
司
っ
て
、
か
ら
だ
全
体
に
消
毒

用
の
薬
剤
を
散
布
し
て
肱
牧
地
に
放
さ

れ
ま
し
た
。
放
牧
期
間
は
十
月
の
下
旬

ま
で
で
す
が
、

一
日
で
お
お
よ
そ

0
・

六
J
も
体
盈
が
ふ
え
る
と
あ
っ
て
、内
同

家
の
人
た
ち
も
『
秋
に
は
見
逃
、
え
る
ほ

ど
太
っ
て
い
る
め
で
は

1
』
と
則
待
を

こ
め
て
い
ま
し
た
。

共和地区に完成した最終処介地施設

百
H
Mまω半

制
用
タ
イ
ヤ

臼
動
物
の
死
体
及
び
曲
川
県
知

同
H
以
来
及
び
空
容
山市
民
可
内
有
害
物

四
、
処
現
手
数
料

H
直
接
搬
入
さ
れ
る
ゴ
ミ
に
つ
き
、

百
鈷
ま
で
四
百
円、

二
十
日印
刷
す
ご

と
に
八
十
円
加
算
徴
収
欽
し
ま
す
。

門
現
在
、
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
を
納
付

さ
れ
て
い
る
町
制
、
事
業
所
に
つ
い

て
は
、

利
用
の
際
、
組
合
が
発
行
す

る
証
明
住
を
提
示
く
だ
さ
い
。

提
示
が
な
い
場
合
は
料
金
を
徴
収

い
た
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い。

尚
、
詳
し
く
は
、
北
部
楠
山
セ
ン
タ

ー
組
合
又
は
役
場
福
祉
総
ま
で
附
い

A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
北
部
楠
山
術
生
セ
ン
タ
ー
組
合
〉

農
業
機
械
化
研
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

道
で
は
民
業
機
械
を
安
全
で
効
率

的
に
使
用
す
る
知
減
と
技
能
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
た
め
、
災
悦
町
と
消
木
町

内
近
立
民
業
機
械
化
研
修
所
で
別
伊
仙
の

と
お
り
研
修
を
実
地
し
ま
す
.

研
修
の
申
し
込
み
先
や
経
質
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
研
修
の
申
し
込
み

各
研
修
仰
始
の
ニ
迎
間
前
ま
で
に
柏

山
支
庁
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
・

-
研
修
町
内
容
と
期
間

別
表
の
と
お
り
。

農
薬
の
安
全
使
用
を

道
は
、
五
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一

日
ま
で
を
病
苦
虫
泊
則
防
除
と
良
薬
危

苔
防
止
巡
動
期
間
と
定
的
、
良
薬
の
安

全
使
用
に
つ
い
て
指
導
し
て
お
り
ま
す

の
で
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
病
害
虫

的
発
生
状
況
や
雑
草
の
極
矧
噂
を
制
査

し
て
使
用
す
る
と
と
も
に
‘
つ
ぎ
の
市
中

刑
酬
を
十
分
守
り
、
路
市
叫
に
よ
る
危
志
向

防
止
に
万
全
を
則
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
散
布
の
前
に
は

マ
散
布
機
具
か
ま

く
占
検
す
る
こ
と

マ
健
康
昔
理
に
十
分
注
意
し
体
的
具

合
の
惑
い
人
は
欣
布
作
業
に
従
併
し

研修の同町l 6汗ーまの I何百F 師陣1I位打 研場修所 4汗4ま目指 1111
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表〉〈日IJ

な
い
こ
と。

二、

良
薬
町
制
合
に
当
っ
て
は

マ
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
注
也
市中取

を
守
る
こ
と
。

マ
河
川
、
義
的
一
池
周
辺
な
ど
の
危
険

な
場
所
で
の
制
合
は
避
け
る
こ
と
。

=
一、
散
布
の
と
き
は

マ
マ
ス
夕
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
必
ら

ず
活
用
す
る
こ
と
。

マ
風
向
に
十
分
注
意
し
、
ま
た
瓜
の

強
い
日
は
散
布
し
な
い
-
}
と
。

マ
H
中
町
公
山
畑
町
日
い
時
は
避
け
、

制
タ
の
涼
し
い
時
に
散
布
す
る
こ
と
。

マ
同
じ
人
が
長
時
間
散
布
し
な
い
ニ

レ
ι
。
マ
散
布
協
所
等
に
子
供
を
近
づ
け
な

い
こ
と
。

新
規
学
校
卒
業
者

業
紹
介
の
取

昭
和
五
十
六
年
三
月
新
規
中
学
校
、

高
等
学
校
年
業
者
を
対
象
と
す
る
求
人

的
受
理
概
犯
の
時
期
且
び
学
校
訪
問
の

取
扱
い
並
ぴ
に
推
せ
ん
選
考
の
開
始
時

期
等
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
厳
守
し
て
下
さ
い
。

川
求
人
の
受
理

・
確
認
の
時
期

マ
中
学
校

求
人
受
型
開
始

7
月
1
日
以
降

求
人
連
絡
附
始

7
月
日
日
以
降

マ
高
等
学
校

選
考
日
求
人
内
容
等
確
認
の
た
め

の
求
人
梨
受
付
開
始
7
月
1
日
以
降

求
人
受
理
、
返一民
連
絡
開
始

7
月
日
日
以
降

ω学
校
訪
問
時
期
及
び
回
数

守
中
学
校

。
訪
問
時
期

7
月
時
日

(求
人
受
理

後
)
以
降
9
月
初
日
ま
で

。
訪
問
回
数

一
求
人
者

一
校

一由一
。

(
但
し
、
心
身
に
障
害
を
持
つ
な
ど

進
路
指
導
上
と
く
に
配
慮
を
必
要
と

す
る
中
卒
者
等
を
対
象
す
る
求
人
活

動
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
当
絞
り
'
チ

校
長
北
ぴ
当
ぷ
学
修
誌
の
吋
在
日
所

長
が
協
議
の
ヲ
え
必
裂
と
山
略
的
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
)

マ
日間
専
学
校

。
訪
問
時
期

7
月
日
日
(
求
人
受
理

後
)以
降
。
(
但
し
、
求
人
者
管
時
安
定

刈
に
叫
に
受
即
「
確
認
の
た
め
の
求

人
以
を
徒
出
し
て
い
る
求
人
者
が
、

(6 ) 

四
、
散
布
が
終
っ
た
時
は

マ
空
ぴ
ん
空
袋
は
定
め
句
れ
た
と

お
り
安
全
に
処
剛
悼
す
る
こ
と
。

マ
使
用
後
の
部
H
)円
坊
は
よ
く
水
洗
い

会
、
す
る
こ
と
。

マ
身
体
を
石
ケ
ン
で
洗
い
、
う
が
い

を
し
て
十
分
休
旋
す
る
こ
と
・

マ
使
用
残
り
の
良
薬
は
、
カ
ギ
の
か

か
る
場
所
に
保
守
る
こ
と
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
近
く
の
州
刷
業
改
良
普
及
所
や
保
健
所

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

'"院事位t託金つけよ う

求
人
申
込
み
前
に
求
人
情
報
提
供
の

均
に
手
抜
訪
問
歩
行
み
笈
官
は
7
月
1

日
以
降
行
っ
て
J

差
し
支
え
な
い

J

O
訪
問
回
数

一
求
人
名

一
校
二
回
.

(但
L.
学
校
長
が
進
路
指
導
よ
と

く
に
必
妥
と
必
的
た
場
合
は
こ
の
限

り
で
な
い
。)

ω推
せ
ん
・
選
考
の
開
始
時
期

ヤ

中

学

校

ロ

月

1
日
以
降

マ
高
校
推
せ
ん
日
月
剖
日
以
降

選
Y
J
m
m
月
1
日
以
降

川
不
公
正
求
人
活
動
に
対
す
る
措
置

求
人
活
動
は
ル
ー
ル
を
厳
守
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

も
し
も
ル
ル
に
迅
反
す
る
求
人
活

動
を
行
っ
た
場
合
は
、
紹
介
停
止
等

の
措
置
が
と
り
れ
ま
す
。

な
お
‘
洋
し
い
こ
と
は
尚
館
公
共
職

業
安
え
所
北
楠
山
分
庁
合
へ
お
問
い
九
日

わ
せ
く
だ
さ
い
。(刑
法
世
5
7
2
4
)

1! ~I? 日 吉氏
総本子当
日 蓄貸

手斤
2.670rlJ!.:J.一七 2，720円ぷi柑 2.140F可

基2，7由" 2，800 2，180" 

2，800 2，880 Fザ 2，220" 本
2，880 2，970 2，260" 手
2，970 3，070 2.3α) ， 

3.070 3，170 2.340~ 当
3，170 3，2叡 2，380 11 日
3，280 3，390 市 2，420 " 

額3.390 3，570 2，470" 

3.570 3，770 2，520" 表
3，770 3，990 2，570" 

3，990 4，210 2.620 !I 

4，210 4，44_4 2，670 " 

南保険本手 町4 

4.443 " 4.515 2，690 " 

4，515 ， 4，685 2，760 " 

4.685 ， 4，890 2.860 " 

4.895 " 5，085 2 .990 " 

5，085 " 5，380 3，140 " 

5.380 5，620 3，300 " 

5.620 5，915 3，460 " 5日li 誠1
5.915 n 6，190 3，630 " カ m
6‘190 " 6，480 3，800" 4 

6，480 ， 6，780 3‘980 " 月

6，780 7冒090 4，160" 
I 
日

7，090 7.400 4.350" 

改IよりE 
7.400 7.750 4.550" 

7，750 8，110 4司760~ 

8，110 8，490 4，980" 
tさL 8，490 8，890 5，210 " 

8，890 " 9，300 5，460" まし
9，3α 9，700 5，700" 

9，700 10，100 5，940/! 
丈元

10，100 10司500 6，180/! 

10，5似 10冒900 6，420 " 
10，9似 1l，1l0 6，660 ~ 

11，110 ， 6，67QN 

(7 ) 



写真募集中 3歳まで円必 fさ
んの日常内スナ γプをお許せ〈
ださ L、 広報{，f，

[ 般図書]
砂世界動物文学金M~1崎 = スタ 〆
レ Pヤノグ他砂天王i肉料理器
=杉本久英砂正者向事=，"JI路
子惨幕 L町中町ニとわざ=池田
体三郎惨北海道文学金集(5)=臨
森成古砂絵のない桔本(金231.1;) 
惨古川英治郎全~(Jro = 古川.IJi的
砂大1器l il己 1 . 2 . 3 . 4 =古 田~2訳砂 名
将百行帥上.rt下=北小路随訳砂
陰徳太平日己上ー中下=松田博訳
砂江戸酷凸司己仁下=竹谷長二郎
訳砂三河本釧台上・下=小林賢宮駅
砂北越i:!.ill管=浜車太郎JR砂世界
動物文学金.mu湖=蝉原英司駅砂
歴史への招待7ニ蝉拙井和夫砂
日本町臆史1. 2 =直木4F，人郎他
砂小さ念いけばな一軸1史i同開筒
[児童・1
砂生き L町ばんざい (企 8;畠)
=古 Jr，~川Ji .'+ι惨 あかね創作児1江文
学=(全14巻)砂霊円凶肺峠=
オルコ y ト砂hたLが子どむだ
ったニろ{全8巻)=日本児童
文学者協会砂 町句くろ没f岨~( 企
凶器)=111河水泡惨新選制作童
話 (企18畠)=山中恒砂PHP
filJ作iiiu，品(企24巻)=久保持砂小
川未明ffi:話金集(全16~) 小
川未明砂創作理科ンリ ーズ (金
問題)=JlJ-崎北E彦他惨世坊とメル
ルへ J 絵本 (全20)) =柿凹肱
郎他砂むかLむかL絵本 (全30
世)=大川悦生他惨世界的自l作
童話(企14巻)=マ/ウレ y ト
ゼ ル他砂児Z注文芸自IJ作 Y'Iー
ズ (全36巻)佐藤きとる

一一『圃町

お市せ〈ださいC..""!町民ひろば

三
十
凶
年

目
ニ

ヲ
己

)

日
{
2
1
ie

消
防
団
民
と

し
て
町
民
的

生
命
、
財
産

を
守
リ
続
け

て
き
た
梅
村

松
次
郎
さ
ん

(
中
皇
・
臼
歳
)

に
品
開
七
等
品川

色
嗣
襲
撃
が

贈
ら
札
、
五

月
一
一
十
八
日

作
品
垣
内
知
事
か
句
広
述
さ
れ
ま
し
た
。

怖
村
さ
ん
は
昭
利
十
六
年
七
月
に

利
別
村
智
防
団
に
入
団
以
来
、
火
災
子

要望 生前向知.!b~など

梅村松次郎さんに

PJ戦鞍誠艇蝶{

町政への:C;O;!!i郎ひろば口口地地のできごと.広ー寧 口口 お Lら1 口口口 辰吉[OOt.-，-:τせ 口口口 広報 己口 ぉーしらせ 口 百 E広報 口 O t.じ らr"!tri 

、、わが家の戸イドル、、
池田光列さんの，人女(帥町)
*"希子ちゃん l歳 6ヶ!I
ママ怒らないでかと英いなが句
「ミキ おい Lいよ」と ホ yベ
をなでなが句 ‘新聞で b、スコ
yテイ など紙な 句f可んで(， j主べ
てLまう‘腕白必L です。

防
的
充
尖
を
叫
ぴ
、
容
秋
の一

般
家

賠
の
防
火
企
'M
常
に
訟
を
注
ぎ
、
予
防
消

防
の
強
化
に
努
力
し
た
功
縦
は
向
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
任
が
強
く
特
に
昭
相
=一
十

三
年
八
月
。
火
山
日
収
肋
で
、
利
別
川
に

か
か
る
は
E
7
古
必
隔
の
工
市中
を
し
て
い
た

労
務
者
が
川
流
に
の
ま
札
行
万
不
明
、

結
局
、
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
ニ
向
山

査
に
当
っ
て
延
々
一一一日
間
家
業
を
顧
り

み
る
こ
と
主
く
.
疲
労
し
て
い
る
団
貝

を
激
励
し
合
い
な
が
均
行
っ
た
指
蹄
統

率
力
は
抜
併
で
‘
消
防
附
係
者
、
地
域

住
民
か
ら
抗
貸
さ
れ
ま
し
た
。

輪
禍
防
比
キ
ャ
ラ
パ
、

婦
人
指
導
員
が
巡
回

4
故
多
発
則
的
交
必
妥
全
特
別
巡
動

に
ち
な
ん
だ
「交
通
安
全
は
婦
人
か
ら」

運
動
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
六
旦

一日
今
金
町

を
訪
れ
、
事
故
死
ゼ
ロ
を
強
力
に
訴
え

て
い
ま
し
た
。

家
庭
婦
人
を
中
心
に
し
た
交
通
安
全

推
進
の
輸
を
広
げ
よ
、7
1
と
交
通
安
全

婦
人
指
尋
只
道
南
ブ
ロ

Y
7
4括
協
議

会
が
主
催
し
、
管
内
各
町
山
町
後
援
し
て

い
る
む
の
で
す
。

一
行
は
町
長
に
メ
ン
セ

l
ジ
を
伝
え

た
あ
と
交
通
安
全
音
頭
町
披
露
、
さ

り
に
.
婦
人
団
体
に
交
通
安
全
母
町
会

的
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

b受験資稿者 昭和35年 4月z日
かり昭和38年 4月 1日までに生

まオ1たlj.J守三。

b申込受付JUJllIJ 7月9日制から
7月18日悩まで (郵送町場合

は、 7月[8固までの消印町ある

ιのに限る)
b申込先人事院北海道事務局
〈札眺TI1中央区大通西10丁目〉

b第 l次試験 10月5日 (日)

b第 2次試験 ←11月中句-11月

下旬までの l目。

b最終合術者発表 12月中旬-12
月下旬までのl甘I
詳L.(は、札制覇税局人引第二

掠 (T，I)011-231-9311内線 224
又は税務署総務線へ間合ください

-北海道保母献験の案内

道では55年度第 2回目的保母試

験を 9月18日に笑拍iL.ます.受験

資格は高等学校を卒業Lた者 (旧

制的高等女学校且び旧制中学校を

半業Lた者を含むJまた、 18成に
i圭した後、児ffi:侃祉施設において
3年以上氾抵の保護に従事した者.

受験の受付は、 7月 1日-7月31

固まで、中込用紙と詳細は役場福

祉課へおll.lJ~、合せくださも、。

.7月の休日当番医
6日今金町岩laI医院E②∞57
13日今金町山聞医院E②0324

20日 今金町田保病院合②0221

27日 北楠11ll1ff国保病院E③5011

から華J干しくなります。
印かん、健康保険証を持参のう

え、早的に役場柘1祉係で手続きし
てく丈ゴさ L、。

.i革委節労働者通年雇用相談員の
ご利用を

凶館公供職業安定所では、届用

と生活向安定を図るため、次的方

を北海道委節労働者通年服用相談

只に委嘱Lておリます町で、お気

軽にご利用ください.

b相談只 石井 11日夫
b勤務先 函館公共峨業安定所八
w:出張所

( ;11話01376-2 -2509) 

圃 rサマージャンポ宝〈じ(予約
市1))J の発売

7月10日かり 「サマー ジャンポ

宝〈じJ (別称市町村娠興宝く

じ)の受付が開始され、単価300同
で I等 3千万円が刷本 L当ります。

収益金は、盟ヵ、な{主みより地域

社会づくりに役立て均れます。

巾し込み方法等、くわ Lいこと

は、発売日前日町新聞紙上で発表

さ11ま-t。

-税務職員 (税務大学校 ・普通科

研修生)の募集

税務職民は、国家公務貝保用初

級試験的悦務職合始者向中から採

用されます。受験資格などは，人の

とおり .

、、ある日のあな芝M

-交通事故の相談はごご遠慮な〈

札帆白血~!II保険jitj求制服セ/タ

では次のとおり無料相似を行っ

ております町て¥ご利用 Lてくだ
さい。

N1I2l陸時1:11 平日 (午前9時半か
句午後4時半まで

土日記日(正午まで)

b弁准士相談日 毎週木U{J午後 1

時-4時まで

札帆市中央区北3条

西 3丁目 1-44富士
ピJレ4F 

rel 011-251-3731 

b相談所名 札幌自動車保険制求
本113主セノタ

.老人医療受給資格柾の更新を

老人医療受給資格証は 7tJ 1日

写真をさしあげます.

b相談会場

d
z
通
指
導
の
功
績
と
優
良
運
転
で

品
川
敏
郎
さ
ん
ら
表
彰

多
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
的
事
故
防

止
と
安
全
思
想
的
普
及
功
縦
と
師
近
故

無
迅
度
運
転
に
従
い
や
さ
れ
た
こ
と
が
総

的
句
れ
て
、
次
円
方
々
が
附
れ
て
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
f
z

-
北
海
道
交
通
市
不
全
推
進
委
員
会
長
表

彰
V
品
川
敏
郎

(品之
進

広
沢

一
二
三

(今
金
)
上
村
弘

(今
金
)
下
川
部
時

雄

(2)

-
A
寸
金
町
交
通
京
全
辿
動
推
進
委
円
以
会

長

(河
川
間
晶
)

今
金
町
。交
通
市
友
土
協

会
長

(松
川
武
雌
)
表
彰
v
=
平
年
l

崎
山
部
幸

一
郎

(今
金
)
V
二
十
年
H
諸

戸
正
(
今
金
)
上
野
雄
士
一
(
金
原
)
V

十
五
年
H

雌
元
勲
(
盟
国
)
諸
戸
美
津

夫
(
金
原
)
木
南
博
明

(A
丞
)
山
崎

淳
一千

玄
白金

)
山
崎
設
一
郎

(A
益
)

坂
本
光
子

(舵
川
)
川
助
元
駒
蔵
(
鈴
岡
)

本
聞
や
辛
(
白
石
)
鉱
脚
立
田
夫
(
A
Z
ι
)

戸
主
忠
義

(間
代
)
中
'
H
M
キ
ヨ
(住
吉
)

谷
勝
己
(
日
進
)
馬
場
利
男
(英
利
河
)

1

・.，，，，，，

ー
管
内
政
式
テ
ニ
ス
大
会
ガ

今
金
町
で
開
催

出
叩
山
匂
内
体
育
協
会
連
絡
協
議
会
主一

催
の
第
一
図
的
山
管
内
軟
式
テ
ニ
ス
大

会
は
、
六
月

一
日
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
行
内
六
町
か
ら
九
十
八
人
的
選
予

が
参
加
し
ま
し
九

団
体
戦
で
は

一
般
男
子
の
部
で
奥
尻

町
が
‘

一
般
女
子
と
、
一
王
国
町
の
部
で
は
北

嶋
山
町
が
、
ま
た
、
成

・
壮
年
同
部
で

は
A
Z
t
町
が
そ
札
ぞ
札
優
勝
し
ま
し
f』。

間
休
戦
二
位
以
下
と
例
入
川
刊
の
成
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
団
体

マ
一
般
男
子

@
今
金

@
江
差
マ

一
般
主
千

@
AZι

@
江

差
マ
成

・
壮
年

@
北
抑
山
マ
王
婦

@
Aフ
金

八
V

個
人

マ
一
般
男
子

@
吉
田
慾

司
古
川
正
点

(江
珪
)
@
小
池
利
雄
・

列
子
幹
雄
(今
金
)@
安
西
芳
勝

・
木
本

俊
光
(同
)
マ
一
般
女
子

@
鈴
木
山
間
f
-

大
回
答
引
車
@
笠
原
昭
子
A
主
代
(
訓

棚
)
@
吉
田
光
子
・上
滞
範
子
(
ム
羊
品
)

マ
成

，
u
u
年

@
川
向
紀
州
川
山
正

夫

(2

)
@
上
川町立
三一
郎

・

mz

雄

(奥
尻
)
@
奥
田
聴
久
保
田
正
義

(
北
崎
山
町
)
マ
玉
婦

@
鈴
木
勢
冷

子

・
阪
井
敏
子
(念
品
)@・
藤

敏
r
T

小
林
印
刷
ヰ
@
伊
附
弘
子
一
崎
町
仰
す
(
北

楠
山
)固
感
謝
し
ま
す
固

-
祉
協
亙
仙
銀
行
へ
子
託

・
払
い
出
し

(8 ) 

V
十
年
1
河
閉
山
富
止
)
脱
出
普
'弐

(八
束
)
伊
勝
文
夫

(中川占
)
中
日
川
茂

(
御
影
)
植
村
整
(
品
益
)
梅
村
松
次

郎
(
住
吉
)
牧
田
春
蔵
(
今
金
)
南
川

悌
二
(
今
金
)
古
山
仇
千

(4
Z
E
)
末
♂

加脚立
V

美
((
間
代
)
佐
々
木
マ
ソ
ノ

(稲

f
l
l

秘
)
佐
々
木
保
(鈴
金
)岡
本
邸
昔
(中

里
)
黒
沢
カ
ツ
エ
(
抽
庄
)
中
沢
明
夫

(A
L
E
)
南
川
四
郎

(2

)
村
上
忠

夫

(神
丘
)
柳
沢
被

(組
川
)
附
口
三

郎

(樋
川
)

マ
作
剖
ハ
マ
エ
さ
ん

(花
石
)
か
均
十

万
円
を
州
M
M凶
ヘマ
大
A
H
d
rJ太
郎
さ
ん

(昭
和
町
}
か
ら
光
の
盟
ザ
削
、
小
古

A
n
保
有
凶
へ
各
三
千
円
マ
州
以
宏
さ
ん

(
八
束
)
か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
二

十一

mb」向
性
坪
凶
ヘ

マ
中
嵐
美
津
校
さ

ん

(八
束
)
か
ら
二
万
円
を
訟
M
凶
へ

マ
A
益
町
議
A
t
a
守
的
去
員
会

(代

表
狭
間
勝
昭
さ
ん
)
か
勺
缶
ジ
ュ
ー
ス

六
十
本
を
器
材
一凶ヘ
マ
立
正
帥
主
会
始

山
支
部
行
年
部
架
山
幸
雄
さ
ん
他
七
名

が
町
内
・父
通
志
向
J

誠
を
修
景
仕

圃
町
職
員
の
人
事
衝

異
動
〔
六
月
一
日
付
〕

マ
時
ユ
観
光
課
商
工
観
光
係
(
飢
務
淑

第
二
係
)
沢
谷
丹
時
マ
町
M
h州会
k
d安

令
孫

(処
高
説
緋
待
係
)
原
町
与

一

新
収
用

マ
福
祉
課
保
健
婦
係
長

マ
鋭
務
課
第
二
係

勝
凹
J
M
M

校
J

丁

雌
旧
民
男

( 9 ) 
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-
種
川
の
小
学
生
が
豊
寿
園
を
慰
問

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
刊
行
A
で
ね
U

と
ム
月
二
十

九
U
、
刷
川
小
学
校
(
拠
船
敏
雄
校
以
)

一
二
年
生
ニ

t
六
名
が
似
顔
絵
を
描

き
に
盟
与
凶
を
訪
れ
ま
し
た。

団

か
わ
い
い
M
m
A
止
が
き
た
と
お
年
よ
り

巾
た
ち
は
大
紋
迎
ホ
l
ル
ま
で
足
を
巡

一
ん
だ
り

ベ
ソ
ド
に
起
き
上
が

っ
て
ポ

.
i
ズ
を
と
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

f
ど
も
た
ち
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
生
れ
た
の
で
す
か
己

主
ど
と
話
し

か
け
な
が
句
ク
レ
パ
ス
を
休
み
な
く
動

か
し
、
二
時
川
後
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
色
町
名
前
を
苫
き
こ
ん
で
仕
上
げ
ま

し
た
。
か
わ
い
い
お
一
色
さ
ん
の
訪
問
で

世
#
一
同
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

トヒ%，クス=広級=

占
・
今
金
町
へ
防
犯
灯
プ
レ
ゼ
ン
ト

一

司

六
月
二
円
か
」
?孔
屯
肉
「
ニ
ん
に
ち
は
旬
開
」
が

一
始
ま
り
ま
し
た
。
北
垣
北
柏
山
首
業
而
で
は
配
定
認

-
仙
の
総
い
け
険

一日
常
草
山
川
K
の
会
側
主
ど
を
行
い
…

一
ま
し
た
が
、
六
月
4
円
野
呂
北
仰
山
営
業
所
以
が
役

一

場
を
訪
札
、

町
に
防
犯
街
路
灯
(
八
O
円
水
銀
灯
)

六
法
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

-
こ
の
納
税
uあ
る
ブ
レ
ゼ
/
ト
は
昭
和
“
1
一
年
に
一

一
次
ぎ
二
皮
目
。
目
鈷
を
干
泌
さ
れ
た
町
長
は
、「お
か

一
げ
で
、
夜
の
時
い
道
が
年
々
改
出
口
き
れ
て
き
ま
し
た
L

一
と
仲
泊
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

V
A
村

官

笈

誠

長
男
)
山
小
木
町

出

水

俊

光
包

克

二

男

)

日
の
出
町

長

崎

美

吾

%
(正
則
長
女
)下
日
間
川

部

監

見
(
豆

利

二

男
)日の
出町

山
附

周
一
%
(
嗣
夫

民
列
)
大
相
阿

佐
久
聞
き
と
み
%
(
政
敏

長
女
)
緑

町

中
居
文
彦
U
4
(

利
勝
二
男
)
晶
L
川
池

山
陥
凹
尚
，
+'um(政
春

二
女
)

2

川
長
川

間
町
久
英
ゴ
b
m{
竹
春

二
立
)
昭
利
町

三笠E些i
人119，198人 (-2) 

!)~ 11.484人 (+2) 

-!J.." 4.714人 (-4) 

世借 2.6~4世帯 (+ 5) 

C~J~\';~~ 日刷)f.io!l:)，lイザ;帳人口

一
-
小
学
三
年
生
が
命
町
内
め
ぐ
り
。

よ
く
附
札
た
五
月
二
l
九
H
町
内
の
小
学

4

校
三
年
生
が
パ
ス
三
台
に
分
来
し
、
町
内
の

各
鴇
臼
等
を
辺
り
村
会
科
の
勉
強
を
し
ま
し

た
。

市

ニ

的
行
ド
は
h
M
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

ま
ず
出
代
的
商
川
事
業
所
を
訪
れ
ム
寸
金
営
林

.
犯
の
係
む
か
ら
木
町
成
長
過
位
的
説
明
を
問

5
M丹
、
む
に
ノ
モ
を
と
り
、
「
何
年
た
っ
た
ら
大

一
木
に
な
る
の
L
4ど
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

~ 

(10) 

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

富

党

目
柿

木

百

十

紙

町

山
形

孝
丁
目
吉
国
有
失
チ
末
広
町

田
谷
勝
志
H
併

藤

止

高

美

町

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

引

HH
井

立
を
U

月

九

イ

政

Mm
川
村
山

大
谷
み
ゑ
vm

八
ト
二
疎
地
い
比
日
門

束
篠
は
る
の
u
m

八

十

二

歳

花

石

苅

屋

留

吉

%

六

十

歳

雨

量


